
新規事業採択時評価結果（平成１８年度新規事業化箇所） 
 
 

事業の概要                                  

事業名 首都
し ゅ と

高速
こうそく

中央
ちゅうおう

環状
かんじょう

品川
しながわ

線
せん

 

（都市高速道路中央環状品川線） 

事業 
区分 

街路 

都市高速道路 

事業 
主体 

東京都 

首都高速道路㈱ 

起終点 自：東京都品川区
し な が わ く

八潮
や し お

三丁目 

至：東京都目黒区
め ぐ ろ く

青葉台
あ お ば だ い

四丁目 
延長 ９．４ｋｍ 

事業概要  
 中央環状線は、｢首都圏三環状道路｣の中で東京都区部の主要拠点を結び、放射方向の道路と組み合わせて首都

高速道路全体のバランスのよい利用を可能とし、首都機能の維持・増進を図る総延長約４７ｋｍの路線である。

 このうち南側の最終区間を形成する中央環状品川線は、都心から半径約８ｋｍに位置し、高速湾岸線（品川区）

から３号渋谷線及び中央環状新宿線（目黒区）に至る延長約９．４ｋｍの路線である。 

事業の目的、必要性  
現在、都心環状線を利用する交通の６割が都心に目的地を持たない通過交通であり、このため都心環状線に通

過交通が集中し、慢性的な渋滞が発生している。 

中央環状品川線の整備により、現在事業中の中央環状新宿線と合わせて都心環状線の外側に中央環状線が完成

し、通過交通の迂回・分散が図られ、首都高速道路全体のバランスのよい利用が可能となり、首都高速道路の渋

滞がほぼ解消するほか、副都心及びその周辺地域の都市機能強化、一般道路の混雑緩和、自動車交通の円滑化に

よる環境改善等に大きく寄与するものである。 

全体事業費 
４，０００億円 

（東京都：2,000 億円、首都高速道路㈱：2,000 億円） 
計画交通量 51,000～70,000 台/日 

事業概要図  
 
 
 

 
関係する地方公共団体等の意見  
 本事業は、東京都施行による街路事業と首都高速道路㈱施行による有料道路事業との合併施行方式により実施。

街路事業は平成１７年度に一部着手済。有料道路事業は平成１８年度より着手。 

 
事業採択の前提条件  
 費用対便益 ：便益が費用を上回っている 

 手続きの完了：Ｈ１６年１１月１５日都市計画決定済み。 

担 当 課：        

担当課長名：        

事業評価結果 

総費用 ３，４９９億円 総便益 １７，３７７億円 基準年  費
用
対
便
益 

Ｂ/Ｃ ５．０ 
事業費：    3,099 億円 
維持管理費：   400 億円 

  

走行時間短縮便益： 16,750 億円 
走行費用減少便益：  496 億円 
交通事故減少便益：  131 億円 

平成１７年 

評価項目 評価 根拠 

首都高速道路の渋滞(時速 20km/h 以下の区間)はほぼ解消する 

東京都内の高速道路及び一般道路の渋滞損失時間の改善(約 2,400 万人時/年減) 

渋滞対策 ◎ 

現況(参考値) 

渋滞損失時間：約 3.3 億人時/年 (東京都内の高速道路及び一般道路) 

1km あたり渋滞損失時間：約 17.5 万人時/年 km(首都高速都心環状線) 

〔東京都平均の約 1.3 倍〕 

東京都平均：約 13.7 万人時/年 km 

全国平均 ：約  2.0 万人時/年 km 

 

一般道路に比べて死傷事故率が低い自動車専用道路の整備であり、一般道路からの転

換により安全性が向上する 

事故対策 ○ 

現況(参考値) 

死傷事故率：約 36 件/億台 km(首都高速東京線)〔死傷事故率比（都内平均比）0.16〕

東京都平均：約 225 件/億台 km 

全国平均 ：約 120 件/億台 km 

 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 － 注目すべき影響はない（自動車専用道路） 

住民生活 ◎ 
空港へのアクセス向上（新宿～羽田空港 ４０分⇒２０分、さいたま新都心～羽田空

港 ９０分⇒５０分） 

地域経済 ◎ 港湾、空港との接続強化で首都圏の物流を支える広域物流ネットワークの形成 

災  害 ◎ 
緊急輸送道路である首都高速都心環状線が通行止めになった場合の代替路線を形成

する 

環  境 ◎ 

ＣＯ2排出削減量：約 9万ｔ-CO2/年 

ＮＯx排出削減量：約 100ｔ/年 

ＳＰＭ排出削減量：約 6ｔ/年 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ◎ 

拠点間のアクセス向上（東名～東京ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾘｿﾞｰﾄ ５０分⇒３０分） 

副都心及びその周辺地域の都市機能強化（池袋、新宿、渋谷、臨海副都心等の副都心

間の結びつきを強化） 

事業実施環境 ○ 都市再生プロジェクト（第二次）に位置づけられた首都圏三環状道路の一部 

 

採択の理由 
 費用便益比が５．０と便益が費用を上回っているとともに、都市計画決定済みであることから、事業採択の前

提条件が確認できる。 

 また、東京都内の現況渋滞損失時間及び事業実施による渋滞損失時間の改善効果はともに大きいうえ、拠点間

のアクセス向上や広域物流ネットワークの形成、環境改善効果も大きいことなど、社会全体への波及的影響は大

きく、整備の必要性・効果は高いと判断できる。 

 以上より、本事業を採択した。 
※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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